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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 4,327 11.5 55 108.9 80 68.6 68 112.6

2021年3月期第2四半期 3,881 △11.8 26 △57.9 47 △42.7 32 △42.0

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　△73百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　102百万円 （106.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 22.25 ―

2021年3月期第2四半期 10.46 ―

（注）第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、当第２四半期に係る各数
値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 7,540 3,711 49.0 1,209.03

2021年3月期 7,929 3,805 47.7 1,239.51

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 3,692百万円 2021年3月期 3,785百万円

（注）第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、当第２四半期に係る各数
値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
（注）2022年３月期期末配当金の内訳　普通配当10円00銭　記念配当2円00銭

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,268 △5.0 107 △38.1 145 △33.9 123 △20.3 40.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料５ページ「１.四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注意事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 3,200,000 株 2021年3月期 3,200,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 146,655 株 2021年3月期 146,580 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 3,053,365 株 2021年3月期2Q 3,053,470 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 976,011 1,153,257

受取手形及び売掛金 1,625,895 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 1,355,876

リース投資資産 3,030 3,030

商品 4,104 4,549

原材料及び貯蔵品 13,258 12,876

半成工事 119,591 29,363

その他 132,810 159,940

貸倒引当金 △1,667 △1,839

流動資産合計 2,873,032 2,717,052

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,432,807 3,433,985

減価償却累計額 △2,663,257 △2,701,190

建物及び構築物（純額） 769,550 732,795

機械及び装置 412,143 412,251

減価償却累計額 △325,900 △329,704

機械及び装置（純額） 86,243 82,547

車両運搬具 2,886,864 2,940,958

減価償却累計額 △2,200,872 △2,289,889

車両運搬具（純額） 685,992 651,069

土地 1,588,549 1,588,549

リース資産 325,604 268,611

減価償却累計額 △147,678 △131,712

リース資産（純額） 177,926 136,899

建設仮勘定 ― 61,541

その他 116,440 116,326

減価償却累計額 △93,031 △93,791

その他（純額） 23,409 22,535

有形固定資産合計 3,331,669 3,275,935

無形固定資産

ソフトウエア 88,322 143,829

ソフトウエア仮勘定 75,362 ―

その他 7,421 7,421

無形固定資産合計 171,105 151,250

投資その他の資産

投資有価証券 1,343,124 1,120,260

リース投資資産 4,545 3,030

繰延税金資産 85,435 152,186

その他 119,929 120,160

投資その他の資産合計 1,553,033 1,395,636

固定資産合計 5,055,807 4,822,821

資産合計 7,928,839 7,539,873

京極運輸商事㈱（9073）2022年３月期　第２四半期決算短信

2



(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 820,930 755,248

短期借入金 952,864 945,938

リース債務 65,915 56,148

未払費用 199,288 177,438

未払法人税等 59,610 40,155

賞与引当金 162,238 105,295

その他 216,269 266,310

流動負債合計 2,477,114 2,346,532

固定負債

長期借入金 586,984 501,978

リース債務 138,861 102,133

退職給付に係る負債 825,040 800,154

資産除去債務 54,076 54,274

その他 41,763 23,316

固定負債合計 1,646,724 1,481,855

負債合計 4,123,838 3,828,387

純資産の部

株主資本

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 3,194,367 3,241,707

自己株式 △58,571 △58,614

株主資本合計 3,300,791 3,348,088

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 486,883 346,418

退職給付に係る調整累計額 △2,920 △2,920

その他の包括利益累計額合計 483,963 343,498

非支配株主持分 20,247 19,900

純資産合計 3,805,001 3,711,486

負債純資産合計 7,928,839 7,539,873
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

売上高 3,881,430 4,327,037

売上原価 3,579,000 3,986,036

売上総利益 302,430 341,001

販売費及び一般管理費

販売費 9,708 10,924

一般管理費 266,390 275,061

販売費及び一般管理費合計 276,098 285,985

営業利益 26,332 55,016

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 19,731 21,282

営業車両売却益 4,717 4,366

持分法による投資利益 992 ―

補助金収入 2,136 6,739

軽油引取税交付金 1,509 1,314

その他 3,443 3,801

営業外収益合計 32,530 37,504

営業外費用

支払利息 9,165 9,146

持分法による投資損失 ― 219

固定資産除却損 1,918 2,690

営業車両除却損 237 32

その他 357 857

営業外費用合計 11,677 12,944

経常利益 47,185 79,576

特別利益

投資有価証券売却益 ― 79,520

特別利益合計 ― 79,520

特別損失

リース解約損 ― 58,758

特別損失合計 ― 58,758

税金等調整前四半期純利益 47,185 100,338

法人税等 15,727 32,695

四半期純利益 31,458 67,643

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,949 67,924

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △491 △281

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 66,794 △148,028

退職給付に係る調整額 △208 ―

持分法適用会社に対する持分相当額 4,146 7,485

その他の包括利益合計 70,732 △140,543

四半期包括利益 102,190 △72,900

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 102,660 △72,541

非支配株主に係る四半期包括利益 △470 △359
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第２四半期連結累計期間（自 2021 年４月 1 日  至 2021 年９月 30 日） 

該当事項はありません。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる

場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年 3 月 31 日。以下「収益認識会

計基準」という。）等を第 1 四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービ

スの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額

で収益を認識することとしております。 

これにより、貨物自動車運送業において従来は、請求に応じて積込日基準又は、卸日基準

により収益を認識しておりましたが、貨物積込日から荷卸完了日にわたり収益を認識する方

法に変更しております。 

石油販売事業において従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりま

したが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法

に変更しております。 

タンク洗滌・修理事業において従来は、工事契約に関して、工事完成基準を適用しており

ましたが、一定の期間にわたり履行義務が充足される工事について、履行義務の充足に係る

進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更してお

ります。また、工期がごく短い工事については、完成基準により収益を認識しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経

過的な取扱いに従っており、第 1 四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及

適用した場合の累積的影響額を、第 1 四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当

該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第 86 項に

定める方法を適用し、第 1 四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほ

とんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。ま

た、収益認識会計基準第 86 項また書き(1)に定める方法を適用し、第 1 四半期連結会計期間

の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件

に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第 1 四半期連結会計期間の期首の利益剰余

金に加減しております。 

 この結果、当第 2 四半期連結累計期間の売上高が 28,510 千円、売上原価が 46,806 千円そ
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れぞれ減少し、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 18,296 千

円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は 4,010 千円増加し、非支配株主持分

の当期首残高は 142 千円増加しております。  

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動

資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、第 1 四半期連結会計期間より「受取手形、

売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準第 89-2

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替え

を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 12 号

2020 年３月 31 日)第 28-15 項に定める経過的な取扱いに従って、前第 2 四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年 7 月 4 日。以下「時価算定

会計基準」という。）等を第 1 四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第

19 項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年 7 月 4 日）第 44-2

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来

にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。 
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